
社会 第１回 解説 

洗足学園中学校 

 

◎社会科の入試問題について 

１は地理分野、２は歴史分野、３は公民分野を中心に出題しており、各大問 25 点ずつの配点としていま

す。１～２行の文章で答える記述問題では、部分点を設けています。 

 

 

１（地理分野中心） 

 

問１ 世界文化遺産や世界自然遺産は、国連教育科学文化機関（UNESCO）です。正解はＢです。 

 

問２ （イ）は広島県熊野町を示しています。熊野町で生産されている伝統的工芸品はＢの熊野筆です。 

 

問３ ⑴ 瀬戸内しまなみ海道は、広島県尾道市と愛媛県今治市を結んでいます。正解は、本州側は「尾道

（市）」、四国側は「今治（市）」です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とし

ます。 

 

⑵ 瀬戸内しまなみ海道では、鉄道の線路は敷かれていません。また、本州四国連絡橋の中では最も

遅く開通しました。①・②ともに誤っているため、正解はＤです。 

 

問４ ⑴ ②は愛知県周辺に集中しており、内陸部にも分布していることから、「自動車組立工場」と判断で

きます。①・③は似ていますが、①は北海道と北九州に分布していることから、「高炉一貫製鉄所」

と判断でき、③は四日市に分布していることから、「石油化学コンビナート」と判断できます。した

がって、正解はＦです。 

 

⑵ 正解はＢです。日本の自動車の輸出先１位はアメリカ合衆国です。 

 

⑶ 大規模な干拓がおこなわれたのは、Ｄの有明海です。 

 

問５ （オ）は岡山市を示しています。岡山市は瀬戸内海沿岸であることから、年間を通して降水量が少な

いことが特徴です。正解はＤです。 

 

問６ （カ）は小豆島を示しています。小豆島はオリーブの栽培で有名です。正解はＡです。 

 

問７ この地域のため池は、農業用水などとして利用するために造られています。その背景として、雨が少

なく、水不足になりやすいことが挙げられます。「季節風」と語句を用いて、降水量が少ないことを説明

することが必要です。「中国山地と四国山地に季節風がさえぎられることで降水量が少なくなり、水不足

になりやすいため。」といった内容であれば正解です。 

 

 

２（歴史分野中心） 

 

問１ 正解はＣです。日ソ中立条約は 1941 年に締結されました。 

 



問２ 正解はＡの岩手（県）です。 

 

問３ 正解はＣです。Ａのナウマンゾウなどの大型動物は旧石器時代に繁栄しました。東北地方では縄文時

代晩期の水田跡は発見されておらず、Ｂは誤りです。Ｄの登呂遺跡は静岡県に位置しています。 

 

問４ 正解は「奥州藤原（氏）」です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問５ 正解はＡです。Ｂの『海国兵談』は高野長英の著作ではありません。Ｃは大塩の乱について、Ｄはシ

ーボルト事件について述べています。 

 

問６ 正解はＢです。Ａは五・一五事件、Ｃはノモンハン事件、Ｄは米騒動について述べています。 

 

問７ 本格的な政党内閣を組閣したのは「原敬」です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ

正解とします。 

 

問８ 「奥羽越列藩同盟」、「新政府軍」などの語句から考えます。正解は「戊辰」です。漢字指定の問題で

すので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問９ 台湾は、日清戦争の講和条約である下関条約により、日本が領有することになりました。正解は「下

関（条約）」です。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問 10 正解はＢの柳条湖事件です。 

 

 

３（公民分野中心） 

 

問１ メディア・リテラシーに関する問題です。［資料１］を見ると、○○条例の制定に反対する人の方が多

数であるように思えます。しかし、［資料２］もあわせて見ると、この住民投票の投票率は 24％であり、

必ずしも○○条例の制定に反対する人が多数であるとは限らないことが読み取れます。「投票率を考慮

すると、反対する人が多数とはいえないということ。」といった内容であれば正解です。 

 

問２ 正解はＤです。「ジェンダー」とは社会的性差のことです。「男性と女性の平均寿命の差」は、生物学

的性差によるものと考えられます。 

 

問３ 正解は「生存権」です。日本国憲法第 25 条に規定されています。漢字指定の問題ですので、正しい漢

字での解答のみ正解とします。 

 

問４ 正解は「象徴」です。日本国憲法第１条には、「天皇は、日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であ

つて…」と規定されています。漢字指定の問題ですので、正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 

問５ 正解はＢです。Ａは「総会」ではなく安全保障理事会についての説明です。Ｃの「信託統治理事会」

は、2019 年に活動していません。Ｄの「国際司法裁判所」は、国家間の紛争について裁判をおこなう組

織です。 

 

 



問６ 正解はＡ・Ｂです。Ｃの「内閣」は内閣総理大臣と国務大臣によって構成されます。Ｄの内閣総辞職

をしても、内閣総理大臣と国務大臣は国会議員としての地位は失いません。 

 

問７ 正解はＥです。環境問題を取り上げた国際会議として、1972 年にはスウェーデンのストックホルムで

「国連人間環境会議」が、1992 年にはブラジルのリオデジャネイロで「地球サミット（国連環境開発会

議）」が開かれました。 

 

問８ 正解はＡです。［資料］は、現在の世代である「大人」や「親たち」の欲求を満足させることばかりし

ていると、将来の世代である「私たち子ども」に負担を強いることになるということが語られています。 

 

問９ 正解はＤです。Ａについて、本会議に先立って委員会で法案が審議されます。Ｂの「公聴会」は、す

べての法案に対して必ず開かなければいけないわけではありません。Ｃの本会議の定足数（議決するた

めに必要な最小限度の出席者数）は３分の１です。 

 

問 10 正解はＢです。持続可能な開発目標（SDGs）の特徴として、「それぞれの目標は相互に独立している

ものではない」という不可分性があげられます。［資料１］は地下鉄を建設するという取り組みなので、

目標９（産業と技術革新の基盤をつくろう）にあてはまるものと考えられます。しかし、地下鉄の建設

により、目標７（エネルギーをみんなに そしてクリーンに）や目標 11（住み続けられるまちづくりを）

も実現すると考えられます。 

 

 

以上 


